
椙 山 女 学 園 同 窓 会 会 報

私
達
の
大
先
輩「
ガ
ン
バ
レ
前
畑
」を
知
る

「
日
本
女
性
初
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
」

　
　
　
　
　
　
　

前
畑
秀
子

「
つ
な
ぐ
・
ひ
ろ
が
る
椙
山
の
同
窓
会
」

〈特集１〉 日本女性初の金メダリスト前畑秀子さん ・・・・・・・・・・ ０１
〈特集２〉 Ｑ&Ａ つなぐ・ひろがる  椙山の同窓会 ・・・・・・・・・・・ ０３
同窓会のいま ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ０５
学園のいま ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ０６
シリーズ つなぐ 活躍する椙山生  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ０９
シリーズ 暮らしのお役立ち情報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１
年間行事予定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３
同窓会活動 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １７
クラス会通信 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １８
かんたん・ecoなクラフト ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２



日本女性初の金メダリスト 前畑秀子さん

前
畑
さ
ん
は
同
じ
和
歌
山
県
出
身
の
水
泳
部
の
先
輩
で
、寄
宿
舎
生

活
も
一
緒
で
し
た
。当
時
練
習
は
授
業
後
三
時
半
〜
夜
七
時
ご
ろ
ま
で
、寒

い
時
も
冷
た
い
井
戸
水（
十
六
度
く
ら
い
）に
震
え
な
が
ら
、お
風
呂
を
沸
か
し
一

日
七
○
○
○
ｍ
位
泳
ぎ
、全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
練
習
で
椙
山
は
強
い
と
有
名

で
し
た
。そ
の
頃
、前
畑
さ
ん
は
専
門
部
の
学
生
で
時
間
の
管
理
を
ご
自
身
で
さ
れ
、

私
た
ち
よ
り
約
二
倍
の
練
習
に
励
ん
で
い
た
頑
張
り
屋
さ
ん
で
、辛
抱
強
く
質
素
な
生

活
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。寄
宿
舎
で
は
、朝
は
食
事
も
そ
こ
そ
こ
に
市
電
で
覚
王
山

の
女
学
校
ま
で
四
〇
分
、練
習
を
終
え
帰
る
と
夜
八
時
頃
と
な
り
、夕
食
、入
浴
を
す

ま
せ
る
と
疲
れ
て
眠
り
に
つ
く
だ
け
の
生
活
で
し
た
。室
内
は
天
井
に
電
灯
が
一つ
あ

る
だ
け
で
ラ
ジ
オ
や
蓄
音
機
な
ど
は
な
く
、皆
で
お
し
ゃ
べ
り
と
か
一
緒
に
お
や
つ

を
頂
く
な
ど
の
時
間
も
無
い
く
ら
い
で
し
た
。ま
た
、当
時
は
多
く
の
人
々
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
分
か
ら
ず
、日
本
女
性
初
の
金
メ

ダ
ル
の
前
畑
さ
ん
や
小
島
さ
ん
が
帰
名
し
て
も
街
で
は
現
在
の
よ

う
に
パ
レ
ー
ド
な
ど
の
催
し
は
何
も
な
く
、普
段
と
殆
ど

変
わ
り
な
い
様
子
で
し
た
。こ
の
様
な
こ
と
が

七
十
六
年
前
の
思
い
出
で
す
。

現
在
、水
泳
部
は
中
高
合
わ
せ
て
二
十
五
名
程
度
、ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
一
階
プ
ー
ル
に
て
週
六
日
活
動
し
て
い
ま
す
。水
泳
部
の
目
標

は「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
総
合
優
勝
」、「
古
豪
復
活
」を
テ
ー
マ
に
日
々
厳
し
い

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
で
き
て
こ
そ
競
技
力
は
向
上
す
る
も
の

で
す
。だ
か
ら
こ
そ
学
園
の
教
育
目
標
で
も
あ
る「
人
間
に
な
ろ
う
」を
も
と
に

競
技
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、人
間
力
向
上
に

も
力
を
注
ぎ
、普
段
の
挨
拶
、先
生
方
や
先

輩
に
対
し
て
の
言
葉
づ
か
い
、練
習
中
の
声

出
し
や
返
事
、泳
げ
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
大
切
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
椙
山
の
校
章
を

纏
っ
た
前
畑
さ
ん
の
よ
う
に
、椙
山

に
誇
り
を
も
ち
、世
界
で
活
躍

で
き
る
選
手
を
育
て
て
い

き
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の

前
畑
秀
子
さ
ん

目
指
せ
!

古
豪
の
水
泳
部

    ドイツ代表のマルタ・  ゲネンゲルと大接戦の末
競り勝ち1秒差   で見事優勝！   

    五輪史上初めてとなる   金メダルを獲得しました。

    ドイツ代表のマルタ・  ゲネンゲルと大接戦の末
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日本中を沸かせ、のち   まで語りぐさとなった。  
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2000年シドニー
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陸上女子マラソン

2004年アテネ
谷亮子
柔道女子
48kg級

2004年アテネ
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柔道女子
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2004年アテネ
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2004年アテネ
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2004年アテネ
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初の日本人女性
金メダリスト

2006年トリノ
荒川静香

フィギュアスケート
女子シングル
トリノ大会では
唯一のメダル

和
歌
山
県
橋
本
市
に
誕
生

1914
（01）

５
０
m
平
泳
ぎ
学
童
新
記
録

1926
（12）

紫
綬
褒
章
を
受
章

1964
（50）

「
ママ
さ
ん
水
泳
教
室
」、

「
中
高
年
水
泳
教
室
」開
講

1965
（51）

マ
ル
タ
･
ゲ
ネ
ン
ゲ
ル
さ
ん
と
再
会
、

一緒
に
50ｍ
泳
ぐ

1977
（63）

五
輪
功
労
賞
受
賞

国
際
水
泳
殿
堂
入
り

1981
（67）

脳
溢
血
で
倒
れ
る

1983
（69）

女
子
ス
ポ
ー
ツ
界
初
の

文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
る

1990
（76）

逝
去

1995
（80）

椙
山
女
学
園
職
員
と
な
る
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０ｍ
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メ
ダ
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０
０ｍ
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０ｍ
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２
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椙
山
女
学
校
へ
転
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1930
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両
親
を
亡
く
す

1931
（17）

第
十
回
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
０ｍ
平
泳
ぎ
銀
メ
ダ
ル　
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椙
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裁
縫
女
学
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椙
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女
学
園
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創
始
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〈前畑秀子さん年譜表〉

事 項

歴代女性
金メダリスト

年 代
（年齢）

192019301940195019601970198019902000

椙
山
女
学
校（
現 

椙
山
女
学

園
）椙
山
正
弌
校
長
は
一
九
二
一
年

ア
メ
リ
カ
視
察
後
、女
子
の
体
育
教

育
を
重
視
し
、そ
の
一
環
と
し
て
一
九
二

八
年
に
屋
内
プ
ー
ル
を
完
成
さ
せ
た
。す
で
に
学
童
の
水
泳
大
会
で
活
躍
し
て

い
た
前
畑
秀
子
さ
ん
に
初
泳
ぎ
の
招
待
状
を
送
り
、「
あ
な
た
の
才
能
を
育
て
、

日
本
一
、世
界
一
の
人
に
す
る
こ
と
が
教
育
者
の
仕
事
で
あ
る
」と
伝
え
、椙
山
女

学
校
へ
の
道
を
す
す
め
た
。こ
れ
が
き
っ
か
け
で
一
九
三
〇
年
椙
山
女
学
校
三
年

に
転
入
し
、さ
ら
に
水
泳
に
励
み
各
水
泳
大
会
で
抜
群
の
成
績
を
収
め
た
。椙

山
校
長
は
、第
十
回
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
、前
畑
選
手
の
郷
里

に
世
界
的
な
水
泳
選
手
を
産
み
育
て
た
母
親
の
功
績
を
た
た
え
顕
彰

記
念
碑「
前
畑
秀
子
の
母
」を
建
立
。第
十
一
回
の
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
後
に
は
、前
畑
選
手
の
優
勝
と
小
島
選
手
の
六
位
入

賞
の
栄
誉
を
記
念
し
て
、学
園
プ
ー
ル
横
に
二
人
の
胸

像
を
建
立
し
た
。今
も
小
学
生
の
プ
ー
ル
初

泳
ぎ
大
会
は
続
い
て
い
る
。

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌
年
、名
古
屋
医
科
大
学(

現･

名
古

屋
大
学
医
学
部)

助
手
の
兵
藤
正
彦
氏
と
結
婚
し
兵
藤
秀
子
と
な

り
、二
児
を
も
う
け
た
が
、夫
に
先
立
た
れ
た
後
、椙
山
女
学
園
の
職
員
と

し
て
保
健
室
を
担
い
、い
つ
も
生
徒
に
笑
顔
で
明
る
く
優
し
く
応
じ
、水
泳
の

指
導
者
と
し
て
も
後
進
の
育
成
に
努
め
た
。さ
ら
に
日
本
最
初
の「
マ
マ
さ
ん

水
泳
教
室
」や「
中
高
年
水
泳
教
室
」を
開
く
な
ど
一
般
の
人
々
へ
の
水
泳
の
普

及
に
も
貢
献
し
た
。六
十
九
歳
の
と
き
脳
溢
血
で
倒
れ
る
も
持
ち
前
の
精
神
力

で
リ
ハ
ビ
リ
に
励
み
、再
び
水
泳
指
導
や
講
演
に
各
地
へ
出
向
き
、生
涯
水
泳
の

魅
力
を
説
き
続
け
た
。

今年は７月にロンドンオリンピックが開催され選手達の活躍に期待が集
まります。また昨年の日本女子サッカーのワールドカップで初優勝した“な
でしこ”達の活躍は記憶に新しいところです。そこでオリンピックにちなみ
“元祖なでしこ”と言うべき日本女性初のオリンピック金メダリストであ
り、我々の大先輩でもある前畑秀子さんについて特集します。

椙
山
ス
ポ
ー
ツ
教
育
と

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

中
川
佐
和
子
さ
ん
に
聞
く

前
畑
さ
ん
と
の
あ
の
頃

椙
山
女
学
園
中
学
校
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
越　

大
樹

右から中学校教諭　川越 先生
　　　養護教諭　下田 先生
　　　高校教諭　鶴田 先生

左　前畑　秀子さん
右　小島　一枝さん

＜特集1＞

●0102●
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Q1

A 平成21年より椙山の同窓会は大学同窓会と高

中同窓会とを一本化し、新しい学園同窓会と

なりました。平成23年には小学校同窓会も発足しまし

た。会員の皆様はお住まいの支部に所属しています。現

在連絡可能な会員は約５万名です。

椙山の同窓会の組織を教えて下さい!!

Q3

A ①知的向上を図るため毎年講演会を開催。 ②地域

社会の発展を願い、同窓会オープンカレッジの開

催。③会員の親睦を図るためのバス旅行。 ④母校の発展に

寄与するため奨学金制度の実施。 ⑤同窓会の情報を呈示

するため会報の発行及びHPの作成。 ⑥名簿の管理等であ

ります。各学校同窓会、各支部は独自の活動をしています。

所属以外の学校同窓会及び支部の行事への参加は自由

にできます。

Q2

A

入会金、年会費は
どのように使用
されていますか？

同窓会は入会金と年会費に

よって運営されています。椙

山女学園に入学の際、同窓会入会金

20,000円納入により準会員となり、

卒業後は正会員になります。正会員

になりますと会則により毎年、年会

費2,000円を納めていただくことに

なります。皆様から納入されたお金

は、各学校同窓会の活動費、支部活動

費、各種事業費、会報の発行、HPの作

成、卒業記念品などに使用します。

同窓会への疑問・質問にどんどんお答えします。

Q&A つなぐ  ・  ひろがる  椙山の同窓会
同窓会は同窓生の親睦と知的向上を図り、母校及び　　地域社会の発展と文化の進展に寄与しています。―　全員参加の同窓会　―

どんな活動をしていますか？

Q4
A

事業の企画などはどのように
行われていますか？

Q6
A はい、まずは同窓会館事務局にご

連絡下さい。住所変更をされない
ため、会報が届かない方がたくさんみえ
ます。特に30代～40代のお友達で会報の
届かない方がいらっしゃいましたらご一
報下さい。

姓名・住所変更方法を
教えてください？

Q7

A はい、使用できます。
使用料は平日1日2,000円です。詳しく

は事務局までお問い合わせください。
またクラスの方々への通知のための宛名シール
はお申込みがあれば提供します。

クラス会の開催に同窓会館
の使用は可能でしょうか。
またその条件は？

同窓会館は星が丘キャンパスの椙山人間交流会館2Fにあります。
同窓会会員でしたらどなたでもご利用できますので、是非お越しください。

学園同窓会事務局 
TEL: 052-781-5952
FAX: 052-781-7197
平日 10:00～16：00

メールアドレス: itogiku@og.sugiyama-u.ac.jp

学園同窓会

大学同窓会

高中同窓会

小学校同窓会

支部（愛知、岐阜、三重、関西、関東、東北）

Q5

A はい、あります。
下記の通りです。

①給付型奨学金は同窓会費より拠出し、
大学院生から中学生を対象とします。
②同窓会員より毎年奨学金寄付を募集
し奨学基金として積立、この中より給付
します。対象者は①と同様です。

奨学金の寄付制度は
ありますか？

＜星ヶ丘キャンパス＞

＜特集2＞

＜同窓会館内＞

同窓会員皆様の要望に添い、楽しい事業を
行っています。常任理事会（会長、副会長、

書記、会計、各学校同窓会会長）及び各種委員会
で企画し、理事会、評議員会で決定されていま
す。とりあげてほしい企画等ありましたら、どし
どしご連絡下さい。
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同窓会のいま

学
園
同
窓
会

　

新
会
長
ご
あ
い
さ
つ

学
園
同
窓
会
会
長

篠
﨑　

桂
子

大
学
同
窓
会

　

新
会
長
ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

大
学
同
窓
会
会
長

冨
田　

寛
子

　

こ
の
度
、
大
学
同
窓
会
会
長
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
冨
田
寛
子
で
す
。
私
は
当
大
学
を
卒
業

後
、
県
立
高
校
の
教
員
（
家
庭
科
）
に
採
用
さ
れ
、

高
等
学
校
・
教
育
セ
ン
タ
ー
・
特
殊
学
校
、
更
に
、

退
職
後
は
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
と
40
年
間
貴
重
な

体
験
を
致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
同
窓
会
の

生
活
科
学
の
役
員
と
な
り
、
今
年
の
3
月
ま
で
4

年
間
、
同
代
表
と
し
て
微
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　

椙
山
女
学
園
大
学
の
卒
業
生
は
、
宝
の
山
で
す
。

そ
の
宝
を
堀
り
起
こ
し
、
多
く
の
英
知
を
互
い
に

吸
収
し
、
一
人
一
人
の
糧
と
し
て
活
か
し
、
将
来
に

向
か
う
若
い
力
に
引
き
継
ぐ
の
が
大
学
同
窓
会
の

力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
同
窓
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
卒
業
生

が
今
以
上
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
、

相
互
の
交
流
が
で
き
る
よ
う
な
調
整
を
す
る
こ
と

こ
そ
が
そ
の
役
割
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
『
女
性
の
自
立
』
に
役
立
つ
大
学
同
窓
会
に
な
る

よ
う
、
会
員

の
皆
様
の
ご

協
力
と
ご
活

躍
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ご
あ
い
さ
つ

小
学
校
同
窓
会
会
長　

池
田　

寿
子

　

新
し
い
校
舎
の
建
設
が
始
ま
り
、
遠
く
か
ら
で
も

ク
レ
ー
ン
の
長
い
首
が
巨
大
な
キ
リ
ン
の
よ
う
に
見

え
て
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
と
土
は
掘
り
起
こ
さ
れ
本

当
に
楽
し
み
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

新
入
学
児
童
の
皆
様
も
難
関
を
突
破
し
て
希
望

に
溢
れ
元
気
よ
く
通
学
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
特
に

国
際
理
解
教
育
を
進
め
る
と
い
う
他
を
抜
き
ん
出
て

い
る
方
針
の
も
と

在
校
生
の
皆
様
と

と
も
に
一
年
間
、
健

や
か
に
明
る
く
過

ご
し
て
頂
き
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

高
中
同
窓
会
会
長　

中
村　

恵
子

　

五
節
句
の
一つ
で
あ
る
七
夕
を
行
う
予
定
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

五
色
の
短
冊
に
皆
様
の
歌
や
願
い
事
を
書
い
て

頂
き
、
葉
竹
に
飾
り
ま
す
。
学
生
時
代
に
も
ど
り
、

楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆

様
の
御
参
加
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご

し
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
椙
山
女
学
園
同
窓
会
会
長
の
大
役
を

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
、
そ
の
重
責
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
緊
張
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

加
藤
雪
枝
前
会
長
は
「
同
窓
会
は
一
つ
」
と
い

う
考
え
の
も
と
、
精
力
的
に
数
々
の
お
仕
事
を
さ

れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
一
つ
の
同
窓
会
と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に

「
和
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
そ
し
て
「
同
窓
会
」
が
少

し
遠
い
と
感
じ
て
い
る
人
の
為
に
も
、
扉
を
気
軽
に

開
け
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
な
る
学
園
同
窓
会
発
展
の
た
め
に

も
各
学
校
同
窓
会
、
各
支
部
の
御
協
力
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
、
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
会
長 

篠
﨑
桂
子　
副
会
長 

井
上
緋
子　
副
会
長 

伊
東
初
美
書

記 

柴
田
佐
紀
子　
会
計 

牧
田
良
美　
会
計 

小
西
真
代
）
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学園のいま 学園・大学

学
園
内
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
い
ろ
い
ろ

　

新
し
く
椙
山
女
学
園
の
理
事
長
な

ら
び
に
大
学
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た

森
棟
公
夫（
も
り
む
ね
き
み
お
）で
す
。

学
生
時
代
を
含
め
45
年
の
あ
い
だ
京

大
に
在
籍
し
て
定
年
退
職
に
至
り
、

椙
山
女
学
園
大
学
に
移
り
ま
し
た
。

子
供
は
娘
が
四
人
い
ま
す
が
皆
成
人

し
て
い
ま
す
。
引
っ
越
し
し
て
き
た
名

古
屋
の
生
活
を
夫
婦
で
楽
し
ん
で
い

た
の
で
す
が
、
こ
の
度
大
役
を
仰
せ

つ
か
り
責
任
を
重
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ご
挨
拶
は
こ
こ
ま
で
に
し
て
、
こ

の
ス
ペ
ー
ス
を
借
り
て
、
現
代
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
部
の
活
動
の
一
部
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。
同
学
部
の
岡
田
ゼ
ミ
の

学
生
が
新
商
品
『
椙
山
女
学
園
・
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
』
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
本
学
園
の
創
設
者
椙
山
正

弌
先
生
が
岐
阜
県
武
儀
郡
高
野
村

（
現
関
市
）
の
ご
出
身
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
に
ち
な
ん
で
つ
く
る
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
で
す
。
長
良
川
の
わ
き

水
を
源
泉
と
す
る
そ
う
で
、
学
生
が
、

創
設
者
が
建
学
の
お
り
に
抱
か
れ
た

清
い
精
神
を
学
園
に
長
く
伝
え
た
い

と
考
え
て
起
案
し
ま
し
た
。
学
園
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
提
供
し
て
く
れ
る
と

聞
き
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な

く
い
つ
も
『
椙
山
ウ
ォ
ー
タ
ー
』
を

飲
ん
で
正
弌
先
生
の
ご
人
徳
に
あ
や

か
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
園
理
事
長
・
大
学
長

就
任
の
ご
挨
拶

理
事
長
・
大
学
長　

森
棟　

公
夫

　

大
学
の
教
育
学
部
で
は
昨
年
第
1

回
の
卒
業
生
を
、
本
年
第
2
回
の
卒

業
生
を
そ
れ
ぞ
れ
送
り
出
し
、
教
員

採
用
試
験
と
保
育
士
採
用
試
験
で
、

全
国
的
に
み
て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
良

い
成
績
を
収
め
て
き
ま
し
た
。
看
護

学
部
で
は
第
1
回
生
が
新
し
く
3
年

生
に
進
学
し
、
本
格
的
な
実
習
が
始

ま
り
ま
す
。
文
化
情
報
学
部
で
は
昨

年
か
ら
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科
を
増
設

し
、
新
し
い
学
生
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
本
年
か
ら
、
教
育
学
部
で
は
初

等
中
等
教
育
領
域
の
入
学
定
員
が
15

名
増
員
し
80
名
の
新
入
生
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。

　

中
学
・
高
等
学
校
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
テ
ニ
ス
で
吉
富
選
手
の
優
勝
、
春

高
バ
レ
ー
で
県
大
会
優
勝
、
全
国
大

会
出
場
、
放
送
部
の
ラ
ジ
オ
番
組
制

作
部
門
で
最
優
秀
賞
受
賞
な
ど
を
は

じ
め
、
広
い
分
野
で
飛
躍
的
な
活
躍

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
学
附
属
小
学
校
は
本
年
創
立
60

周
年
を
迎
え
、
本
年
度
末
ま
で
に
新

し
く
購
入
で
き
た
校
地
に
新
校
舎
を

建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
新
校
舎
の
整
備
を
し
た
う
え

で
入
学
定
員
を
40
名
か
ら
80
名
に
増

員
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

創
立
60
周
年
を
機
に
飛
躍
的
な
発
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

学
園
長　

椙
山　

正
弘

星ヶ丘キャンパス近くのお店でラ
ンチタイムを過ごされると言う学
園長。1日3,000～4,000歩ある
く事を目標とされているので徒歩
でのお出かけです。きっと星ヶ丘周
辺の美味しいお店情報をご存知で
すね！

先生方の
 ランチ教えて！！

森棟理事長が日ごろ召し上がると
いうご昼食は愛妻弁当。お夕飯の献
立の中からチョイスしてお弁当のお
かずになるそうです。18歳から住み
なれた京都を離れ奥様と2人でこの
名古屋にいらっしゃった理事長。夫
婦の絆を感じるご昼食です。

先生方の
 ランチ教えて！！
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学園のいま 小学校

　

附
属
小
学
校
は
、
今
年
度
60
周
年
を
迎
え
、
創

立
時
の
先
進
性
と
伝
統
を
未
来
に
向
け
た
学
校
づ

く
り
へ
融
合
し
よ
う
と
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。

　

全
国
の
小
学
校
5
・
6
年
生
で
、
週
1
時
間
英

語
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
本
校
で
は
昨
年
度

よ
り
、
全
学
年
で
、
毎
日
英
語
を
実
施
し
、
さ
ら

に
基
礎
学
力
と
応
用
力
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
た

め
に
、
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
協
同
的
な
学

び
合
い
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
校
の
良
き

伝
統
で
も
あ
り
ま
す
「
あ
い
さ
つ
」
な
ど
基
本
的

な
マ
ナ
ー
も
、
学
校
と
家
庭
が
両
輪
と
な
っ
て
指

導
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
音
楽
の
指
導
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、
歌
声
の
響
き
合
う
学
校
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
日
常
的
な
活
動
か
ら
、
地

域
に
根
差
し
た
環
境
教
育
活
動
と
し
て
、
東
山
動

物
園
と
連
携
し
た
日
本
メ
ダ
カ
の
保
護
活
動
、
学

校
の
ビ
オ
ト
ー
プ
や
地
域
の
調
査
活
動
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、国
際
教
育
活
動
と
し
て
、

西
ア
フ
リ
カ
の
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
国
へ
の
支
援
交
流

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
机
と
椅
子
の
寄
贈
が
無
事
に
終
了

し
、
井
戸
掘
り
な
ど
の
水
問
題
へ
と
進
も
う
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
も
テ
レ
ビ

会
議
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
や
世
界
に
目
を
向
け
た
活
動

を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
現
在
校
舎

の
中
に
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

同
窓
会
の
皆
様
も
小
学
校
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
今
ま
で
の
校
庭
の
真
向
か
い
に
新
校
舎

を
建
築
中
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
新
し
い
学
び
の
空
間

が
誕
生
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
小
学
校
の

伝
統
を
踏
ま
え

た
新
し
い
学
校
づ

く
り
へ
の
ご
理
解

を
賜
り
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

60
年
の
伝
統
を
生
か
し
た

未
来
の
学
校
づ
く
り

小
学
校
校
長　

宇
土　

泰
寛

宇土校長は、星ヶ丘キャンパスのカ
フェテリアF19がお気に入り！その
理由は「野菜中心のヘルシーランチ
だから。」との事。日ごろから健康に
も気を使われる校長、いつも元気に
子ども達と過ごしています。

先生方の
 ランチ教えて！！

完成予定図
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椙
山
女
学
園
同
窓
会
の
皆
様
、

中
学
校
・
高
等
学
校
は
生
徒
も
教

職
員
も
全
員
が
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
人
間
に

な
ろ
う
」
の
教
育
理
念
を
胸
に
、

日
々
明
る
く
爽
や
か
な
学
園
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

23
年
度
も
、
椙
山
女
学
園
中
・

高
校
生
た
ち
が
全
国
大
会
等
に
お

い
て
素
晴
ら
し
い
結
果
を
手
に
し
ま

し
た
。昨
年
の
テ
ニ
ス
部
の
快
挙（
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
テ
ニ
ス
シ
ン
グ
ル
優
勝
）

に
続
き
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
悲
願

の
「
春
高
バ
レ
ー
」
に
出
場
し
、

東
京
体
育
館
で
椙
山
女
学
園
代
表

と
し
て
最
後
ま
で
全
力
の
プ
レ
ー

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
し
、
放
送

部
も
N
H
K
杯
全
国
高
等
学
校
放

送
コ
ン
テ
ス
ト
大
会
で
優
秀
賞
を
獲

得
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
た
く

さ
ん
の
ク
ラ
ブ
が
素
晴
ら
し
い
成
果

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
教
職
員
は
、
同
窓
会
の

皆
様
が
「
母
校
」
と
し
て
誇
れ
る

よ
う
な
、
そ
し
て
、
す
べ
て
の
子
供

た
ち
が
、
勉
学
に
、
運
動
に
全
力

を
出
し
切
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な

学
園
を
創
り
出
す
た
め
に
全
力
を

尽
く
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
今

後
と
も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

爽
や
か
で
充
実
し
た

学
園
生
活
を中

学
校
・
高
等
学
校
校
長　

河
野　

庸
介

学園のいま 中学校・高等学校

　

23
年
度
新
し
い
取
り
組
み
と
し

て
、「
椙
山
女
学
園
の
教
育
を
た
ど
る

こ
と
ば
集　

創
立
か
ら
現
代
ま
で
」

（
約
２
０
０
頁
）の
発
刊
、「
椙
山
歴

史
検
定
」の
開
始
、デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
研
究
会
の
立
ち
上
げ
な
ど
を
し

ま
し
た
。「
椙
山
歴
史
文
化
館
ニ
ュ
ー

ス
」の
最
新
号
は
去
る
12
月
に
第
６

号
を
発
行
し
ま
し
た
。「
文
化
展
示

室
」で
は
、生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

優
秀
卒
業
研
究
・
学
生
作
品
展
、あ

な
た
の
わ
た
し
の
「
人
間
に
な
ろ
う
」

作
品
展
、椙
山
小
学
校
図
工
作
品
展

を
開
催
し
ま
し
た
。ま
た
学
園
内
の

連
携
と
し
て
、博
物
館
学
芸
員
資
格

取
得
課
程
授
業
に
毎
年
協
力
し
て
い

る
他
、新
し
く
文
化
情
報
学
部
授
業

で
制
作
さ
れ
た
「
歴
史
文
化
館
映

像
シ
リ
ー
ズ
」の
動
画
５
作
品
の
制

作
に
協
力
し
ま
し
た
。そ

の
テ
ー
マ
は
、椙
山
歴
史

文
化
館
〜
歴
史
を
学
ぶ
と

未
来
が
見
え
る
、教
育
理

念
「
人
間
に
な
ろ
う
」、学

園
章
の
思
い
と
願
い
、金

剛
鐘
の
歴
史
と
意
味
、金

メ
ダ
リ
ス
ト
前
畑
秀
子
を

知
る
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

椙
山
歴
史
文
化
館

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
・
・
・

館
長　

椙
山　

美
恵
子

中高の制服の一部だったベレー帽など、懐かしい物品がありましたらご寄贈ください。椙山歴史文化館からのお願い

冬は奥様の手編みのセーターに包
まれて、毎朝正門で生徒に挨拶をさ
れる河野校長。そんな校長の昼食
は愛妻弁当。時にご自宅に帰られて
奥様とお昼を過ごす事もあるとか。
嬉しそうに語る校長から奥様への
愛を感じました！

先生方の
 ランチ教えて！！

　
こ
う
し
た
活
動
の
内
容
は
す
べ
て

「
歴
史
文
化
館
ニ
ュ
ー
ス
」
で
紹
介

し
て
い
ま
す
が
、
同
窓
会
の
皆
様
に

は
残
念
な
が
ら
各
自
の
お
手
元
に
お

届
け
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
同
窓
会
館

で
現
物
を
見
て
い
た
だ
く
他
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
す
べ
て
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
さ
ら

に
上
記
「
こ
と
ば
集
」
の
全
文
や
、

正
弌
氏
遺
品
の
掛
け
軸
数
十
点
、

裁
縫
雛
形
数
十
点
、
ま
た
上
記
の

動
画
５
作
品
な
ど
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
文
化
展
示
室
で
は
6
月

29
日
ま
で
「
モ
ノ
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
ご
来
館
く
だ
さ
い
。



　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
見
つ
か
っ
た
津
波
や
泥
で
汚
れ
た
写

真
を
現
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
送
っ
て
も
ら
い
、洗
浄
し
た
後
に
送

り
返
す
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
2
0
1
1
年
6
月
〜
７
月
の

毎
週
土
曜
日
に
、行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、学
園
事
務
職
員
が
６
月
に
宮
城
県
気
仙
沼
市
で
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た
際
、現
地
で
写
真
を
洗
浄
す
る
作
業
を
手

伝
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
始
ま
っ
た
活
動
で
す
。学
生
、教
員
、

事
務
職
員
が
１
枚
１
枚
丁
寧
に
水
で
手
洗
い
を
し
、泥
な
ど
の
汚
れ

を
洗
い
流
し
た
の
ち
に
乾
燥
さ
せ
、新
し
い
ア
ル
バ
ム
に
納
め
ま
し
た
。

そ
し
て
1
万
枚
以
上
に
も
及
ぶ
写
真
洗
浄
を
行
い
送
り
返
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。こ
の
活
動
に
対

し
て
現
地
か
ら
感
謝
の
書
状
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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あ
の
日
、あ
の
時

  　
　

〜
東
日
本
大
震
災
を
体
験
し
て
〜

椙
山
か
ら
被
災
地
へ

  　

〜
写
真
洗
浄
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
〜

　

2
0
1
1
年
3
月
11
日
、
三
陸
沖
で
発
生
し
た
地
震
は
東
北
地

方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
た
人
を
支
援
す
る
た
め
、
名
古
屋
市
を
通
じ
支
援
物
資
を
提

供
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
義
援
金
の
募
集
を
開
始
し

ま
し
た
。
義
援
金
は
12
月
31
日
ま
で
に
、五
、一
八
七
、五
七
四
円（
内
、

同
窓
会
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
、
会
員
一
二
六
、〇
二
七
円
）
が
集
ま

り
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
に
送
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
義
援
金

　

福
島
県
会
津
若
松
市
、
転
勤
を
ひ
か
え
荷
物
の
整

理
を
し
て
い
た
時
、
そ
の
瞬
間
が
来
ま
し
た
。
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
徐
々
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
横

揺
れ
、
食
器
が
激
し
く
割
れ
る
音
に
我
に
返
り
外
へ
逃

げ
ま
し
た
。
異
様
な
鳥
の
鳴
き
声
が
響
く
中
揺
れ
が

収
ま
る
と
、
近
く
の
橋
は
せ
り
あ
が
り
、
小
学
校
の

校
庭
は
大
き
く
陥
没
し
て
い
ま
し
た
。
揺
れ
が
収
ま
っ

た
時
、
我
が
家
は
停
電
し
情
報
の
頼
り
は
車
の
テ
レ
ビ

だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
見
た
の
は
以
前
生
活
し

て
い
た
所
（
岩
手
県
宮
古
市
、
宮
城
県
多
賀
城
市
）

の
変
わ
り
果
て
た
姿
で
し
た
。

あ
る
友
人
家
族
は
木
造
三
階
建

て
の
三
階
に
避
難
し
、
三
階
部

分
だ
け
が
高
台
に
打
ち
上
げ
ら

れ
、
命
拾
い
し
ま
し
た
。
別
の

友
人
は
旦
那
様
に
会
う
の
に
三

日
か
か
り
、
一
度
は
連
絡
の
取

れ
た
両
親
を
津
波
で
亡
く
し
ま

し
た
。
主
人
の
勤
め
る
会
社
の

福
島
沿
岸
の
営
業
所
は
津
波
で

倒
壊
し
、
プ
ラ
ン
ト
の
あ
っ
た

場
所
に
は
電
車
が
横
た
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

地
震
か
ら
少
し
経
つ
と
、
沢

山
の
避
難
者
が
会
津
に
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
出

来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ご
く
わ
ず
か
で
し
た
が
、
あ
る

地
域
に
お
に
ぎ
り
と
お
味
噌
汁
を
届
け
た
時
、
温
か
い

と
い
う
だ
け
で
涙
を
流
さ
れ
た
方
を
み
て
、
本
当
に
切

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
椙
山
の
方
々
も
様
々
な
形
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
私
の
住
む
地
域
に
も

沢
山
の
仮
設
住
宅
が
あ
り
、
す
べ
て
を
無
く
さ
れ
た

方
々
が
住
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
方
た
ち
の
よ
う
に
津
波

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
、
原
発
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
の
中

に
は
時
間
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
方
が
沢
山
、
沢
山
お
ら

れ
ま
す
。
ど
う
か
そ
の
方
た
ち

の
時
間
が
少
し
で
も
前
に
動
き

出
す
よ
う
に
継
続
的
な
支
援
を

お
願
い
出
来
た
ら
と
、切
に
願
っ

て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
み
な
さ
ん
、
津
波
被

害
だ
け
で
は
な
く
、
先
の
見
え

な
い
原
発
被
害
者
の
た
め
に
も

思
い
や
り
と
と
も
に
一
緒
に
支

援
を
続
け
ま
し
ょ
う
。
い
つ
か

す
べ
て
の
人
の
時
間
が
前
に
向

か
っ
て
動
き
出
す
日
の
た
め
に
。

東
北
支
部　

伊
藤　

由
美
子（
S
63
家
）

つズーリシ なぐ
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イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝

  　
　
　

〜
周
り
の
方
々
の
支
え
に
感
謝
し
て
〜

吉
富　

愛
子（
H
24
高
）

活 躍 椙
山 生す る

　

2
0
1
1
年
夏
の
北
東
北
総
体

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
に
お
い
て
、
高
等

学
校
3
年
生　

テ
ニ
ス
部
の
吉
富
愛

子
さ
ん
が
テ
ニ
ス
競
技
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
で
優
勝
し
ま
し
た
。
吉
富
さ
ん

は
6
歳
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
、
平
日

は
2
時
間
、
休
み
の
日
は
4
時
間
の

練
習
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
今
春

か
ら
の
大
学
進
学
後
も
さ
ら
な
る

高
み
を
目
指
し
て
テ
ニ
ス
を
続
け
る

そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
年
末
の
優
勝
祝
賀
会
に

は
多
く
の
学
園
関
係
者
が
集
ま
り
、

同
窓
会
か
ら
は
花
束
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
こ
の
種
目
で
の
優
勝
は
、
同

校
に
お
い
て
37
年
ぶ
り
の
大
偉
業
で

す
。
祝
賀
会
で
吉
富
さ
ん
は
「
こ
の

優
勝
は
周
り
の
方
々
に
支
え
ら
れ
た

か
ら
こ
そ
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
。
そ
し
て
団
体
戦
や
ダ
ブ
ル
ス

戦
な
ど
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
戦
っ
た

こ
と
が
何
よ
り
大
き
い
。
か
け
が
え

の
な
い
経
験
が
で
き
た
。」
と
笑
顔

で
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

か
け
が
え
の
な
い
仲
間
と
共
に
、

今
後
も
椙
山
生
の
大
い
な
る
飛
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

管
理
栄
養
士
の
役
割
と
、

　
　

母
と
し
て
働
く
と
い
う
こ
と

杉
本　

優
子（
H
10
生
）

　

カ
ゴ
メ
株
式
会
社
へ
入
社
後
、

名
古
屋
で
10
年
、
大
阪
で
２
年
、

食
育
担
当
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。

料
理
教
室
や
講
演
会
な
ど
を
通

じ
、
食
の
大
切
さ
を
伝
え
て
き
ま

し
た
。
変
化
す
る
研
究
成
果
や
ト

レ
ン
ド
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
そ
れ
を
社

内
外
へ
発
信
す
る
の
も
仕
事
の
一
つ

で
す
。
そ
の
後
、
1
年
半
の
育
児

休
暇
を
経
て
、
現
在
は
業
務
用
担

当
と
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ベ
ー
カ

リ
ー
、
給
食
業
態
等
へ
メ
ニ
ュ
ー
提

案
を
し
て
い
ま
す
。
業
務
用
で
は

多
種
多
様
な
お
店
に
向
け
た
提
案

と
な
り
ま
す
が
、
提
案
先
の
ニ
ー

ズ
を
よ
り
正
確
に
把
握
し
、
ト
レ

ン
ド
を
取
り
入
れ
た
現
場
で
生
き

る
レ
シ
ピ
作
成
を
目
指
し
て
日
々

キ
ッ
チ
ン
で
試
作
を
重
ね
て
い
ま

す
。

　

出
産
を
機
に
、
似
て
非
な
る
２

つ
の
業
務
を
経
験
し
て
い
ま
す
が
、

女
性
が
働
き
続
け
る
と
い
う
の
は

簡
単
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち
は
、

職
場
や
家
族
の
理
解
と
助
け
な
し

で
は
と
て
も
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
い

ろ
ん
な
人
へ
の
感
謝
と
、
い
つ
か
必

ず
恩
返
し
す
る
と
い
う
強
い
気
持

ち
で
出
来
る
限
り
の
努
力
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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シリーズ 暮らしのお役立ち情報

笑いでポジティブ志向に

周りに落ち込んでいる人がいる場合、
どんな言葉をかけてあげたらいいのか分かりません。
何か良い方法があれば教えてください。（S63 卒 Ｕさん）

看護学部 准教授

宇佐美　久枝

日々の生活の中で、そんな経験はありませんか。椙山女学園には、各専門分野の先生方がい
らっしゃいます。その先生方にお答えいただきます。例えば、普段ありそうなこととして、今、多く
のサプリメントが販売されていますが、その使用は大丈夫なの？ 子育てでは、育児本どおりで
いいの？ などなど、その他、法律、住まい、家計、食べ物、ことば、高齢者問題など具体的に、疑
問を右記あて先まで、どしどしお寄せ下さい。

〒464－8662
名古屋市千種区星が丘元町17－3　
椙山女学園同窓会事務局

「暮らしのお役立ち情報」あて
お申込みは、氏名・学校・卒年・連絡先を
ご記入ください。

〈あて先〉
皆さんの疑問・質問どしどしお送りください！

世の中よく考えてみると疑問だらけ、本当はどうなの？！

　

同
窓
会
の
皆
さ
ま
、最
近
、笑
っ
て
い
ま
す
か
？

「
な
に
も
面
白
い
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
笑
え
る
わ

け
な
い
！
」
な
ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
お
か
し

い
か
ら
笑
う
の
か
、
笑
う
か
ら
お
か
し
い
の
か
。

　

山
口
県
防
府
市
に
は
鎌
倉
時
代
か
ら
続
い
て
い

る
「
笑
い
講
」
と
い
う
神
事
が
毎
年
12
月
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
あ
っ
て
笑
う

の
で
は
な
く
、
笑
え
ば
福
が
や
っ
て
く
る
で
あ
ろ

う
と
い
う
願
い
を
込
め
て
大
笑
い
を
す
る
神
事
で

す
。「
笑
門
来
福
」
で
す
ね
。
こ
の
神
事
に
参
加

さ
れ
た
日
本
笑
い
学
会
前
会
長
の
井
上
先
生
は
次

の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。「
体
験
し
て
み
て
、

ま
ず
は
全
身
の
力
が
抜
け
た
感
じ
に
な
る
。
気
持

ち
が
ス
カ
ッ
と
し
て
爽
快
な
気
分
に
な
る
。
笑
っ

て
い
る
間
は
、
笑
う
と
い
う
行
為
に
集
中
す
る
意

識
が
あ
る
だ
け
で
、
心
の
中
は
空
っ
ぽ
、
ほ
か
に

何
も
考
え
て
い
な
い
。
心
を
無
に
す
る
働
き
は
笑

い
の
偉
力
と
い
う
べ
き
。」

　

こ
の
よ
う
に
お
か
し
く
な
く
て
も
笑
う
こ
と
は

深
呼
吸
す
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。
大
笑
い
を
5
秒

す
る
と
深
呼
吸
の
3
倍
酸
素
摂
取
量
は
増
え
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
老
化
を
防
止
し
、
血
糖
値
を

下
げ
る
働
き
が
あ
る
こ
と
も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
い
つ
も
大
笑
い
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
か

と
い
い
ま
す
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
唇
の

口
角
を
上
げ
る
だ
け
で
も
脳
の
前
頭
葉
が
働
き
や

す
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
作
り
笑
顔
で
も

効
果
あ
り
だ
そ
う
で
す
。

　

私
は
、
看
護
師
が
意
図
的
に
ユ
ー
モ
ア
を
使
う

こ
と
で
、
医
療
現
場
で
笑
い
の
効
果
を
作
り
だ
そ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
に
達
人
ナ
ー
ス
は
ユ
ー

モ
ア
を
使
っ
て
患
者
、
家
族
の
心
を
和
ま
せ
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
に
変
え
て
い
ま
す
。
難
病
に
指

定
さ
れ
て
い
る
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
で
胃
ろ
う

を
作
る
目
的
で
入
院
し
た
人
の
事
例
で
す
。

患
者
さ
ん
「
ご
飯
も
だ
ん
だ
ん
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ

て
胃
ろ
う
か
ら
入
れ
な
く
っ
ち
ゃ
い
け
な
く
な
る

ね
。」

看
護
師
「
今
後
、ご
飯
を
食
べ
る
の
が
つ
ら
く
な
っ

て
き
た
ら
、
栄
養
不
足
と
な
り
ま
す
の
で
第
二
の

口
か
ら
栄
養
を
取
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
ね
。」

患
者
「
第
二
の
口
？
あ
〜
そ
う
な
る
よ
ね
（
笑
）

点
滴
す
る
よ
り
い
い
よ
ね
。
体
重
が
減
っ
て
く
る

の
も
気
に
な
る
し
、
先
生
と
相
談
し
て
胃
ろ
う
を

使
う
時
期
を
決
め
て
い
く
よ
。」

妻
「
ビ
ー
ル
で
も
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
入
れ
て
あ
げ
よ

う
か
（
笑
）」

　

こ
の
よ
う
に
胃
ろ
う
の
存
在
を
否
定
的
に
と
ら

え
る
の
で
は
な
く
、「
第
二
の
口
」
だ
と
と
ら
え
る

こ
と
で
気
持
ち
が
前
向
き
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

方
の
妻
の
一
言
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
現

実
に
起
き
て
い
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
起

き
て
い
る
こ
と
の
意
味
づ
け
を
変
え
る
こ
と
を
支

援
す
る
技
術
の
一
つ
が
ユ
ー
モ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。

うさみ ひさえ
昭和31（1956）年　愛知県豊橋市で生まれ、安城市で育つ。現在大府市在住。
平成22（2010）年　看護学部開設とともに椙山女学園大学、准教授に着任

日本笑い学会中部支部理事
日本笑い学会学術集会「性と笑いの祭典」のシンポジスト
「看護援助にユーモアを」と学生に看護に必要なユーモアを教育。
その方法が日総研から出版されている「ヘルスカウンセリング」に掲載。
「精神科病棟におけるユーモア」「ターミナルケアにおけるユーモアの必要性」など
論文発表。現在、看護師が患者に使用しているユーモアについて研究中。

映画・落語・講演など、笑える時間を過ごしてみませんか？
詳しい日時は「日本笑い学会中部支部」HPで

プロフィール

日本笑い学会中部支部笑例会お知らせ



12●NOZOMI

シリーズ 暮らしのお役立ち情報

朝の立ち番から見える生徒の思春期事情

中学生と高校生の子どもがいます。
難しい年頃になりましたが、今時の子ども達は
家の外ではどんな風に過ごしているのでしょうか。（Ｈ３卒 Ｉさん）

中学・高等学校生活指導部長

山中 みどり・鹿島 恵美子
　

朝
の
立
ち
番
と
い
う
と
、
服
装
の
乱
れ
や
違
反

物
の
検
査
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。　

　
し
か
し
、
こ
こ
数
年
で
生
徒
た
ち
の
生
活
指
導

の
面
に
お
い
て
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
今
も
毎
朝
数
人
の
教
員
が
朝
の
立
ち
番

に
立
ち
ま
す
が
、こ
の
大
半
の
目
的
は
、服
装
云
々

で
は
な
く
一
般
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
苦
情
に

対
す
る
備
え
が
ほ
と
ん
ど
で
、
狭
い
覚
王
山
の
地

下
鉄
の
階
段
や
通
学
路
で
、一
般
の
通
勤
者
の
じ
ゃ

ま
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
狭
い
道
路
を
走
る

車
か
ら
生
徒
を
守
る
安
全
指
導
な
ど
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
服
装
に
関
す
る
面
で
は
、
こ
こ
数
年
の
指

導
の
成
果
も
あ
り
、
と
て
も
よ
い
状
態
に
な
り
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
違
う
意
味
で
最
近
心
配
な
こ
と
が
増

え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
生
徒
た
ち
は
色
々
な
面
で

あ
ま
り
に
も
無
防
備
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え

ば
狭
い
道
を
歩
い
て
い
る
時
も
、
友
達
と
お
し
ゃ

べ
り
に
夢
中
で
後
ろ
か
ら
車
が
来
て
い
て
も
気
が

付
か
ず
と
て
も
危
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。
良
い
表

現
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
が
、
周
り
に
気
を
配
る
配

慮
が
で
き
な
い
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
私
た
ち

が「
後
ろ
か
ら
車
が
来
て
い
る
か
ら
、寄
り
な
さ
い
」

と
注
意
し
て
も
、
そ
れ
も
何
回
も
言
わ
な
い
と
気

が
付
か
な
い
生
徒
も
い
る
始
末
で
す
。
車
だ
け
で

な
く
前
か
ら
歩
い
て
く
る
人
と
ぶ
つ
か
る
ま
で
気

が
付
か
な
い
。
ぶ
つ
か
っ
て
も
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

と
も
言
わ
な
い
。
さ
ら
に
雨
の
日
は
傘
を
さ
し
て

い
る
の
で
、
生
徒
の
傘
が
当
た
っ
て
目
に
入
っ
た

と
い
う
ク
レ
ー
ム
も
く
る
次
第
で
す
。
こ
の
間

ニ
ュ
ー
ス
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
た
事
で
す
が
、
最

近
の
若
者
は
、
携
帯
で
メ
ー
ル
を
し
た
り
、
ア
プ

リ
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
の
で
、
電
車
の
駅
の

ホ
ー
ム
か
ら
落
ち
た
り
、
前
か
ら
来
る
人
と
ぶ
つ

か
っ
た
り
、
閉
ま
る
扉
に
ぶ
つ
か
る
人
も
い
る
と

き
き
ま
す
。

　

現
代
社
会
は
高
度
情
報
通
信
社
会
と
呼
ば
れ
、

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
気
軽
に
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り
、
情
報
を
集
め
た
り
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
た
り
、
自
由
に
操
作
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
便
利
な
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

反
面
で
、
様
々
な
ネ
ッ
ト
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
も
起

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
ネ
ッ
ト
詐
欺
、

出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
を
介
し
た
誘
い
出
し
と
性

被
害
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
な
ど
で
す
。
本
校
で
は
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
ケ
ー
ス
は
な
い
も
の
の
、
ブ

ロ
グ
や
プ
ロ
フ
の
非
公
式
サ
イ
ト
の
書
き
込
み
が

あ
り
ま
し
た
。
個
人
情
報
（
学
校
名
・
顔
写
真
・

住
所
な
ど
）
を
安
易
に
流
出
さ
せ
た
り
す
る
、
生

徒
の
意
識
の
薄
さ
に
困
惑
し
て
い
ま
す
。
性
犯
罪

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
を
正
し
く
利
用
で
き

る
よ
う
情
報
モ
ラ
ル
の
指
導
を
強
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
現
状
で
す
。

　

だ
ん
だ
ん
社
会
の
仕
組
み
が
便
利
に
な
っ
て
い

く
反
面
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
が
希
薄
に
な
っ
て

い
る
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、
生
徒
た
ち
に
一
番
大
切

な
も
の
、
い
え
、
一
番
大
切
に
し
な
く
て
は
い
け
な

い
も
の
が
何
な
の
か
を
見
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
今

の
私
た
ち
の
使
命
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
ま

す
。

　

毎
朝
、元
気
な
声
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
笑
顔
で
言
っ
て
く
れ
る
生
徒
が
1
人
で
も
増
え

る
こ
と
を
願
っ
て
、
明
日
か
ら
も
頑
張
っ
て
立
ち

続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

やまなか みどり
昭和28（1953）年　岡山県生まれ
昭和51（1976）年～平成8（1996）年

椙山女学園大学家政学部助手　
平成  8（1996）年　同中学校・高等学校　教諭
平成23（2011）年　同中学校生活指導部長就任

かしま えみこ
昭和33（1958）年　愛知県岡崎市生まれ
昭和54（1979）年　メキシコ・ユニバーシアード出場（銀メダル）
昭和55（1980）年　NEC（日本電気）入社　バレーボール部所属

日本リーグ・ユニバーシアード（ルーマニア大会）出場
昭和58（1983）年　椙山女学園中学校　教諭
平成  4（1992）年　世界バレーボール連盟国際公認コーチ取得
平成  5（1993）年　椙山女学園高等学校　教諭
平成  6（1994）年　愛知国体バレーボール成年女子競技出場（優勝）
平成17（2005）年　全国私立高等学校バレーボール日本代表チーム監督就任
平成22（2010）年　椙山女学園高等学校生活指導部長就任

プロフィール

左：鹿島先生　右：山中先生
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〈年間行事予定〉

9日（土） 編み物講習会① アクリルたわし
●講師：加藤 元子（S20 女専）　●場所：同窓会館　
●時間：10：00～12：00　
●参加費：無料　●定員：20名

6日（水） 学園同窓会 ｢初夏の小旅行｣
●行先：SL金谷大井川鉄道　●定員：85名
●集合場所：AM8：00 栄テレビ塔北大型バス駐車場
●参加費：10,000円（平成23年度年会費未納者11,000円）
●申込方法：同窓会館事務局までお問合せください。
※ただし定員になり次第締切とさせていただきます。

20日（金） 金箔細工講習会① 金箔細工の基礎の作品
●講師：大野 通子（S52 家）　●場所：同窓会館　
●時間：10：00～14：00　●参加費：1,500円　●定員：15名

7日（土） 高等学校・中学校同窓会懇親会
七夕祭りを行います。お一人5～6枚短冊に願いを書いて
いただきます。願いがかないますように。お子様の同伴大歓迎！！ 
※同窓生の心のこもった手作りの品のバザーもあります。

●場所：山添キャンパス（ランチルーム）　
●時間：11：00～15：00　●締切：6月15日（金）　
●会費：2,500円（小学校6年生まで無料）　●定員：120名

16日（土） 着付け講習会
●講師：若林 葵（S47 短）　●場所：同窓会館　●時間：13：30～15：30　
●参加費：無料　●定員：20名

21日（木） パッチワーク講習会 パッチワークのポーチ
●講師：今泉 恭子（S28 高）　●場所：同窓会館　●時間：10：00～14：00　
●参加費：1,100円　●別途：お弁当500円　●定員：15名　

30日（土） 学習会① ｢教師にチャレンジ｣
●講師：黒田 嗣代（S53 家）　●場所：同窓会館　●時間：13：00～15：00　●参加費：無料　●定員：20名

6
月

7
月

平成25年度「初夏の小旅行」
●行先：蓼科　蓼科バラクライングリッシュガーデン
●日時：平成25年6月5日（水）
●集合場所：AM8：00　栄テレビ塔北大型バス駐車場
●参加費：10,000円（平成24年度年会費未納者11,000円）

次
回

○5周年記念懇親会の様子
（ローズコートホテルにて）〈深草アキ プロフィール〉

愛知県出身、慶応義塾大学卒業、舞台、テレビ、ドラマ、
映像表現の世界から作曲・演奏の依頼多数。1987年NHK大河ドラマ「武田信玄」挿入曲演奏。

ゲスト演奏  深草アキ
中国古楽器「奏琴しんきん」演奏。
皆さまのご参加を心よりお待ちしています。
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2日（木） 親子で楽しむ 陶芸講習会
●講師：中村 道年尼（恵子）（S35 高）　●場所：八事窯　●時間：10：00～ 
●参加費：黒楽 14,000円／赤楽 13,000円（昼食付） ●定員：20名
※お子さん、お孫さんとの参加も、大人の方だけの参加もできます。（参加されるお子様は無料。食事代のみ）

4日（土） フラワーアレンジメント教室① プリザーブドを使って
●講師：杉江 今日子（H3 人間）　●場所：同窓会館　
●時間：13：30～15：30　●参加費：2,500～3,000円　●定員：15名

24日（金） 親子で作ろう ビーズ講習会
●講師：藤井 琴美（S63 短）　●場所：同窓会館　●時間：10：00～12：00　
●参加費：大人2,500円／子供1,200円　●定員：20名
※お子さん、お孫さんとの参加も、大人の方だけの参加もできます。

6日（木） 同窓会オープンカレッジ 茶道① 客の作法 お茶菓子のいただき方等
●16頁参照

29日（土） 学習会② 名古屋弁の手話
●講師：加藤 智子（名古屋聾学校教諭）　●場所：同窓会館　●時間：13：00～15：00　●参加費：無料　●定員：20名

28日（金） 同窓会オープンカレッジ エッグアート講習会① 人形飾り（Ｍグース）

2日（火） 同窓会オープンカレッジ アイスフラワーアレンジメント① オータムリース

4日（木） 同窓会オープンカレッジ 茶道② 客の作法 戸口の開け閉め、茶会に招かれて
●16頁参照 

●16頁参照 

●16頁参照 

13日（土） 編み物講習会② マフラーの基礎
●講師：加藤 元子（S20 女専）　●場所：同窓会館　●時間：10：00～12：00　●参加費：1,000円　●定員：20名

16日（火） 史跡めぐり（清洲城とキリンビール工場）
●集合場所：テレビ塔　●時間：10：00～16：00　●参加費：2,500円（食事代込）　●定員：50名

8
月

9
月

10
月

20日（土） 椙山ホームカミングデイ（大学 星ヶ丘キャンパス）
☆卒業生による講演会（10：00～11：15）
●講師：生活科学部卒業生他　●講演時間：①10：15～10：45 ②10：45～11：15　
●場所：文化情報学部メディア棟001教室

☆ティーパーティー ●時間：11：35～13：00

大学同窓会ミニコンサート（星ヶ丘キャンパス）
●時間：12：30～13：40（12：00開場）　
●演奏：椙山女学園大学シンフォニーオーケストラ部

○去年の作品

～お茶を飲みながら気軽に演奏をお楽しみください～
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1日（木） 同窓会オープンカレッジ 茶道③ 客の作法
●16頁参照

26日（金） 同窓会オープンカレッジ エッグアート講習会② バラランプ（XLグース）
●16頁参照

6日（火） 同窓会オープンカレッジ アイスフラワーアレンジメント② アドベントリース
●16頁参照

30日（金） 同窓会オープンカレッジ エッグアート講習会③ ホワイトX’mas（Mグース）
●16頁参照

4日（火） 同窓会オープンカレッジ アイスフラワーアレンジメント③ お正月のドア飾り
●16頁参照

7日（金） 金箔細工講習会② 干支の作品
●講師：大野 通子（S52 家）　●場所：同窓会館　●時間10：00～14：00　●参加費：2,000円　●定員：15名

8日（土） フラワーアレンジメント教室② クリスマスアレンジ
●場所：日進キャンパス多目的ホール　●時間：13：30～15：30　●参加費：2,500～3,000円　●定員：15名

●講師：杉江 今日子（H3 人間） 

11
月

10
月

12
月

1
月

10日（土） 茶道盆点講習会（おもてなしの心）
●講師：杉岡 真弓（S47 短）　●場所：同窓会館　●時間：13：30～15：30　
●参加費：500円　●定員：20名

１日（土） 講演会 ●講師：湯浅 景元氏  ●演題：「老いない身体をつくる」
●時　間：13：30～15：00　●参加費：無料
●会　場：椙山女学園大学星ヶ丘キャンパス　文化情報学部メディア棟001教室
●申　込：FAX・ハガキでお申込ください。
○〆切日：11月15日　○FAX：052-781-7197　
○送り先：〒464-8662 名古屋市千種区星が丘元町17-3 椙山女学園同窓会 宛
◆講師プロフィール
1947年（昭和22年）愛知県名古屋市生まれ。　　　
中京大学体育学部卒業、東京教育大学大学院修士課程修了。　
後に東京医科大学で学ぶ。体育学修士、医学博士。
現在、中京大学体育学部・中京大学大学院体育学研究教授。

25日（金） 思い出の布を使ったお雛さま講習会
●講師：前田 幸子（S35 高）　●場所：同窓会館　●時間：10：00～15：00　
●参加費：2,500円 ●定員：15名

27日（土） 味めぐり
●場所：神楽家（かぐらや）名古屋市中区　
●時間：11：30～14：30　
●参加費：5,000円　●定員：25名

観 劇
以上わかり次第ホームページに紹介します。詳細は同窓会館までお尋ねください。

御園座
「吉例顔見世」

中日劇場
「演目検討中」

劇団四季
「演目検討中」
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会 議・委 員 会

新 入 生 入 学 説 明 会 出 席

 小学校・中学校・高等学校

式 典 列 席
各学校　入学式・卒業式・卒業証書授与式
交換学生　歓迎式・修了式 

○総会：年1回　○理事会：年6回　○評議員会：年3回、新年懇親会・役員会　○常任理事会：毎週水曜日　○会報委員会：随時

○HP委員会：随時　○事業活動委員会：随時　○その他各委員会：随時

○総会（連絡委員会）：年1回　○運営委員会：年6回　○会報委員会：随時　○HP委員会：年5回　○行事担当会議：年4回

○大学祭担当会議：年5回　○生活科学部会議：年3回　○短期大学部会議：年3回　○文学部会議：年3回　○人間関係学部会議：年3回

〈学園同窓会〉

〈大学同窓会〉

○総会：年1回　○評議員会：年6回

〈高等学校・中学校同窓会〉
○連絡会：随時

〈小学校同窓会〉
○各支部総会：年1回　○各支部委員会：随時

〈支部会〉

2
月

3
月

23日（土） フラワーアレンジメント講習会③ ひなまつり
●場所：日進キャンパス多目的ホール ●時間：13：30～15：30 ●参加費：2,500～3,000円 ●定員：15名

●講師：杉江 今日子（H3 人間）

2日（土） 椙山SC研究会
●講師：未定　●場所：同窓会館　●時間：14：00～16：00　●参加費：無料　●定員：30名

26日（火） 和紙スィーツ講習会 春のミニ和菓子
●講師：倉 美紀（S63 家）　●場所：同窓会館　●時間：10：00～12：30　
●参加費：2,300円　●定員：15名
※和紙を使って直径3cmぐらいの小さな和菓子を作ります。

○イメージ写真

椙山オープンカレッジ
連携同窓会講座

本年度の同窓会は3種類のオープンカレッジを開催します。
講師は同窓生の中から選出し、より身近に楽しんでいただけるような講座を用意して、
同窓生の親睦をはかります。 ※参加ご希望の方は同窓会館までご連絡ください。

【茶道（表千家） 全３回】
●講師／杉岡真弓（S47 短）　●平成24年 ①9月6日（木） ②10月4日（木） ③11月１日（木）
●場所／同窓会館　●時間／10：30～12：30　●受講料／3,600円（教材費込）　●定員／12名

【アイスフラワーアレンジメント 全3回】
●講師／加藤ますみ（S61 家）　●受講料／16,800円
●平成24年 ①10月2日（火） ②11月6日（火） ③12月4日（火）　●場所／同窓会館　
●時間／13：20～15：20　●受講料／16,800円（教材費込）　●定員／10名

【エッグアート講習会 全3回】
●講師／林 富子（S52 高）　●平成24年 ①9月28日（金） ②10月26日（金） ③11月30日（金）
●場所／同窓会館　●時間／10：30～12：30　●受講料／15,500円（教材費込）　●定員／15名

一服のお茶を通じて人との出会いがあり、充実した時を過ごしましょう。
難しく考えず、楽しみましょう。

「アイスフラワー」は切り立ての花を凍結し乾燥させたベルギー生まれのフリーズ
ドライフラワーです。

中世ヨーロッパの王侯貴族で流行したエッグアート。
グース（がちょうの卵）を使用して三種類の作品を作ります。

各行事の詳細につきましては事務局までお問い合わせください。
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支部長　佐  々雅代（S41 家）
　7月13日、名古屋観光ホテルで愛知支部総会を開催。マリンバ
奏者篠崎陽子さんをお招きし、美味しいお食事を満喫のあと、
元気はつらつなマリンバの音とリズムに、終演の頃には全員が
奏者に若さをもらい若返ったようだ。
　10月21日神戸へバスの旅。南京街で昼食、異人館通りから
北野を散策。六甲山牧場から神戸の町を一望しつつ、美しい夜
景も見たかったといいながら帰途。毎回出席の大正生まれの先
輩方、次回も是非お元気でご参加下さい。

愛知支部（コスモス会）

◎平成24年度愛知支部総会
　日時：7月27日（金）
　会場：松楓閣 長唄演奏（解説付）

◎小旅行
　日時：10月12日（金）
　会場：京都「しょうざん」と下鴨神社

支部長　徳田 美和子（S47 短）
　平成23年度総会は、梅雨の合間の緑が美しい町で6月11日
ラ・メールにて開催。このような時こそ「歌を歌おう」と、二部合唱
に時間も忘れ懇親を深めることのできた一日でした。講習会は冬
の気配を少しずつ感じる頃となる11月28日、アポアで「寄せ植え」
を開催。ゆったりと時間が流れ、可憐な花に心ゆくまで癒されま
した。お昼はイタリアンに舌鼓！海が近いので魚介を使ったソー
スが絶品。初めて出席された方も、また出席したいと嬉しい言葉
を頂き、楽しい時間を共有しました。

三重支部（花菖蒲会）

◎平成24年度三重支部総会
　日時：６月１日（金）
　会場：武蔵野（松阪市）
　　　　  南京玉すだれ
　　　　  （竹上育子さんS61家）

　※ご参加をお待ちしています！

支部長　杉岡 真弓（S47 短）
　①５月12日、参加者30名で岐阜市内の老舗日本料理店で
懇親会を開催。ツブラジイで黄金に輝く金華山と信長公ゆかり
の岐阜城を眺めながら食事をした後、麓の岐阜公園内の茶室
で一服いただきました。
　②11月17日、参加者25名で岐阜市内のホテルで総会を開
催。恒例になった抹茶と季節の和菓子をいただき、健康に良い薬
膳料理を味わいました。

岐阜支部（れんげ会）

◎研修旅行
　日時：5月17日（木）
　会場：中津川 栗本温泉「藤」

◎平成24年度岐阜支部総会
　日時：11月8日（木）
　会場：岐阜グランドホテル

支部長　杉山 康世（S41 家）
　支部総会は6月3日（金）第一両国ホテルにて開催しました。
恩師もお迎えし70名が集いました。初参加の方が20名もあり
今年も賑やかに楽しいひとときを過ごしました。
　1月5日、高校バレ－部が「春高バレ－」に出場が決まり、関東
支部に応援要請があり東京体育館に応援に行きましたが、若人
の熱気に圧倒された一日でした。

関東支部（なでしこ会）

◎平成24年度関東支部総会
　日時：6月3日（日）11:00
　会場：ベルシ－又竹芝

関西支部（すみれ会）

支部長　山家 淑子（S38 高）
　東日本大震災が起き、ライフラインが止まり固定電話も通じ
ない日々が続きました。海側の被災地の状況は想像を絶するほ
どで心を痛めています。
23年度の計画は実行できず、24年度の予定も未だ立てること
が出来かねております。会員の方々の期待に応えられず、心苦
しく思っております。もう少し落ち着いたら活動再開したいと考
えております。

支部長　三好 良枝（S33 高）
　日本は今年、東日本大震災という後世にも忘れることの出来な
いものすごい災害にみまわれました。日本中の人々が皆つら
い気持ちになりました。そうした中で、第28回関西支部（すみれ
会）総会を11月27日、大阪リーガロイヤルホテルにて開催しまし
た。　今回、前年度に同窓会費を納付された方のリストを参考
にご案内しましたところ、久しぶりの方、初参加の方が3名出席さ
れ、名古屋から加藤会長はじめ4名加わって下さり、大変にぎや
かに歓談の時を過ごすことが出来ました。この様な楽しい時間
を椙山の同窓の者として共
有できましたことは、格別に大
切なことと感じました。

東北支部（薔薇会）

同 窓 会 活 動

◎平成24年度関西支部総会
　日時：11月25日（日）
　※初参加をお待ちしています。

杵屋見音代（S35 高）
杵屋見　佳（H3 高）

吉住小美園
吉住小美月（H8 人間）
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ク ラ ス 会 通 信
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）

会報の紙面を使って平成25年度開催予定の

クラス会開催情報を掲載しませんか？

色々な情報などを掲載できます。是非ご利用下さい。
（※締切りは平成25年1月15日。先着6組までの掲載になります。）

あて先

◎開催名   ◎学年   ◎開催日時   ◎場所   ◎幹事

学園同窓会事務局  TEL: 052-781-5952
FAX: 052-781-7197

メールアドレス: itogiku@og.sugiyama-u.ac.jp

クラス会情報募集中!!

椙山歴史文化館企画展

○開催期間：平成24年10月3日（水）～平成25年2月27日（水）
　　　　　  水曜日・金曜日のみ　10：00～17：00

○会　　場：椙山歴史文化館文化展示室（大学図書館4階）

生活科学部（旧家政学部食物学科）のあゆみ

是非ご来館ください

年代別の実習・実験風景及び学会開催を中心に
写真・パネルで展示しております。
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平成23年度　椙山女学園同窓会事業報告

21日

22日

28日

29日

愛知支部バス旅行 （神戸市内・南京町・六甲牧場）

第4回高中同窓会評議員会

第2回生活科学部評議員会

同窓会オープンカレッジ　
ビーズアクセサリー講習会② （学園同窓会）

第2回学園同窓会評議員会

（金）

（土）

（金）

（土）

平成23年

平成24年

4
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

大学入学式列席

小学校入学式列席

高等学校・中学校入学式列席

学園同窓会総会

大学同窓会総会兼第1回運営委員会
高中同窓会総会兼第1回評議員会

岐阜支部研修会 「後楽荘」

第1回学園同窓会理事会

第1回短大幹事会

着付け講習会「着物の着付けを楽しく覚えましょう」
（大学同窓会主催）

第1回生活科学部評議員会

3日

5日

6日

23日

（日）

（火）

（水）

（土）

12日

21日

28日

（木）

（土）

（土）

5日

6日

27日

（金）

（土）

（土）

3日

7日

10日

11日

18日

25日

（金）

（火）

（金）

（土）

（土）

（土）

9日

10日

16日

17日

19日

24日

27日

（金）

（土）

（金）

（土）

　（祝月）

（土）

（火）

2日

4日

9日

13日

23日

30日

（土）

（月）

（土）

（水）

（土）

（土）

関東支部総会 「第一ホテル両国」

初夏の小旅行 「唐招提寺」 （学園同窓会主催）

古布を使った葡萄のブローチ （高中同窓会主催）

三重支部総会 「レストラン　ラ・メール」

第2回高中同窓会評議員会

第2回大学同窓会運営委員会

学習会①「非常勤講師にチャレンジ」 （大学同窓会主催）

高中同窓会設立5周年記念懇親会 ローズコートホテル
（高中同窓会主催）

アロマテラピー教室① 「日焼け止めクリーム」
（大学同窓会主催）

第2回学園同窓会理事会

愛知支部総会・ミニコンサート 
「篠﨑陽子マリンバ演奏」 名古屋観光ホテル

第1回学園同窓会評議員会

SC研究会①「新しくスクールカウンセラーを
始める方へ」 （大学同窓会主催）

親子で作ろう！ビーズアクセサリー （高中同窓会主催）

フラワーアレンジメント教室①
「プリザーブドを使って」 （大学同窓会主催）
　第3回高中同窓会評議員会

愛知支部　端唄・小唄教室①

第3回学園同窓会理事会

高校文化祭（16・17日）後援 （高中同窓会）

第3回大学同窓会運営委員会

高校スポーツデー後援 （高中同窓会）

学習会②「パソコンを活用して」 （大学同窓会主催）

同窓会オープンカレッジ
ビーズアクセサリー講習会① （学園同窓会）

5日

11日

12日

17日

18日

19日

24日

26日

27日

28日

（土）

（金）

（土）

（木）

（金）

（土）

（木）

（土）

（日）

（月）

第4回学園同窓会理事会

同窓会オープンカレッジ
楽しむシュガークラフト① （学園同窓会）

第4回大学同窓会運営委員会

岐阜支部総会「岐阜グランドホテル」

中日劇場 大奥第一章「大奥」 （学園同窓会主催）

第2回短大幹事会
茶道盆点講習会 「おもてなしの心」（大学同窓会主催）

愛知支部　端唄・小唄教室③

講演会　鎌田實氏 （学園同窓会主催）
「がんばらない」けど「あきらめない」－命を支えるということー

関西支部総会 「大阪リーガロイヤルホテル」

三重支部「寄せ植え」講習会

1日

2日

13日

14日

15日

味めぐり　「宝善亭」 （大学同窓会主催）

中学文化祭（1・2日）後援 （高中同窓会）

御園座「吉例顔見世」 （学園同窓会主催）

中学体育祭後援 （高中同窓会）

愛知支部　端唄・小唄教室②

大学祭・ホームカミングデイ参加 （大学同窓会）

同窓会ミニコンサート

大学同窓会連絡委員交流会

御園座「吉例顔見世」 （学園同窓会主催）

（土）

（日）

（木）

（金）

（土）

10
月

フラワーアレンジメント教室②
「クリスマスアレンジ」 （大学同窓会主催）

同窓会オープンカレッジ
楽しむシュガークラフト② （学園同窓会）

愛知支部　端唄・小唄教室④

第5回高中同窓会評議員会

みんなで行こう！新・科学館 （高中同窓会主催）

吉冨愛子さん テニスインターハイ女子シングルス
優勝祝賀会後援（高中同窓会）

3日

9日

15日

17日

20日

21日

（土）

（金）

（木）

（土）

（火）

（水）

第3回生活科学部評議員会

新成人を祝う会（小学校） （小学校同窓会）
成人の会（中学・高校） （高中同窓会）

第5回学園同窓会理事会

第3回短大幹事会

学園同窓会役員会・新年懇親会

7日

9日

14日

21日

（土）

　（祝月）

（土）

（土）

文学部・国際コミュニケーション学部連絡委員会

第6回高中同窓会評議員会

第5回大学同窓会運営委員会

エコ★アクリルたわし講習会 （高中同窓会主催）

御園座「二月花形歌舞伎」 （学園同窓会主催）

御園座「二月花形歌舞伎」 （学園同窓会主催）

4日

18日

26日

（土）

（土）

（日）

高等学校卒業式列席

SC研究会②「新しくスクールカウンセラーを
始める方へ」 （大学同窓会主催）

第7回高中同窓会評議員会（臨時）

フラワーアレンジメント教室③
「春のアレンジ」 （大学同窓会主催）

大学卒業証書学位記授与式列席

小学校卒業式列席

第6回学園同窓会理事会

第3回学園同窓会評議員会

第6回大学同窓会運営員会

1日

3日

6日

10日

14日

16日

17日

24日

（木）

（土）

（火）

（土）

（水）

（金）

（土）

（土）



支 出 の 部

20●NOZOMI

椙山女学園同窓会 平成23年度決算報告書 （平成23年4月1日～平成24年3月31日）
△増　単位：円

項　　目 予算額 収入額 増　減 備　　考

項　　目 予算額 支出額 増　減 備　　考

56,410,626 57,807,450 1,396,824

5,716,277
0

1,020,000
1,000,000
500,000

1,692,900
0

266,490
2,283,869
4,723,000
26,498
255,288
158,954

1,578,508
1,944,200
2,004,872
638,436
636,848
411,600

0
0

330,840
32,618,870

5,500,000
0

1,020,000
1,000,000
500,000

1,800,000
0

600,000
3,709,000
5,000,000
500,000
300,000
400,000

2,404,000
2,806,000
2,198,000
810,000
675,000
649,000

18,039,626
8,000,000
500,000

216,277
0
0
0
0

107,100
0

333,510
1,425,131
277,000
473,502
44,712
241,046
825,492
861,800
193,128
171,564
38,152
237,400

18,039,626
8,000,000
169,160

5,500,000 
0 

1,020,000 
1,000,000 
500,000 

1,800,000 
600,000 

3,709,000 
5,000,000 
500,000 
300,000 
400,000 

2,404,000 
2,806,000 
2,198,000 
810,000 
675,000 
649,000 

18,039,626 
8,000,000 
500,000 

56,410,626 

1.事業費

2.管理費

1.事業費

2.管理費

3.積立金

3.積立金

4.慶弔　

4.慶弔　

会 報 発 行 費
大 会 費
支 部 費
奨 学 金
糸 菊 分 担 金
卒 業 記 念 品 費
活 動 基 金
H P 運 営 費
活 動 費
人 件 費
設 備 維 持 費
水 道 光 熱 費
備 品 費
会 議 費
交 通 費
通 信 費
消 耗 品 費
雑 費 ・ 手 数 料
印 刷 費
予 備 費
事 業 積 立 金
慶 弔 費

次 期 繰 越 金
計

入 会 金

年 会 費
維 持 管 理 費
寄 付 金 収 入
活 動 基 金 収 入
雑 収 入
利 息
前 年 度 繰 越 金

計

36,290,000

6,000,000
20,000

0
0

3,000
15,000

14,082,626
56,410,626

37,420,000

6,186,000
25,500

0
0

83,938
9,386

14,082,626
57,807,450

1,130,000△

△

△

△
△

△

△

186,000
5,500

0
0

80,938
5,614

0
1,396,824

項　　目 23年度予算額 24年度予算額 備　　考
収 入 の 部

36,290,000 
6,000,000 
20,000 

0 
3,000 
15,000 

14,082,626 
56,410,626 

5,500,000 
3,000,000 
950,000 

1,000,000 
500,000 

1,800,000 
400,000 

3,437,000 
5,000,000 
350,000 
300,000 
450,000 

2,741,000 
2,753,000 
2,285,000 
760,000 
615,000 
557,000 

1,797,000 
25,000,000 
400,000 

12,638,870 
72,233,870 

33,580,000 
6,000,000 
20,000 

0 
10,000 
5,000 

32,618,870 
72,233,870 

会 報 発 行 費
大 会 費
支 部 費
奨 学 金
糸 菊 分 担 金
卒 業 記 念 品 費
H P 運 営 費
活 動 費
人 件 費
設 備 維 持 費
水 道 光 熱 費
備 品 費
会 議 費
交 通 費
通 信 費
消 耗 品 費
雑 費 ・ 手 数 料
印 刷 費
予 備 費
事 業 積 立 金
慶 弔 費

次　　期　　繰　　越　　金
計

入 会 金
年 会 費
維 持 管 理 費
寄 付 金 収 入
雑 収 入
利 息
前 年 度 繰 越 金

計
支 出 の 部

23年度予算額 24年度予算額 備　　考項　　目

椙山女学園同窓会 平成24年度収支予算

上記の通り報告いたします。 上記監査の結果正当なものと認めます。
平成24年4月17日　会計　早田 芳子　小西 真代 平成24年4月17日　監査　菅沼 友子　芳村 尚子

平成24年4月21日　　単位：円

収 入 の 部

平成23年度 椙山女学園同窓会奨学金基金積立金 決算報告書 （平成23年4月1日～平成24年3月31日）

平成24年度 椙山女学園同窓会奨学金基金積立金 予算 平成24年4月21日　　単位：円

大1,235名 ＠20,000、大280名（椙高）@10,000
高校188名 ・ 中学257名＠20,000
小学校５１名＠20,000
3,093名  @2,000     　　

コピー代、名簿代金

会報　希望　51,000部印刷　及び　発送費

6支部活動費
大3名(各20万)、高1名（10万）高2名・中4名(各5万)
3,150部
栞 1,900個

ホームページ改修料（小学校部分追加等）
講演会、講師料、講師交通費、手土産代（各支部総会等）
事務職員給料 6名
名簿システム保守料、コピー機リース料
ガス、水道料
パソコン
常任理事会、理事会、評議員会、各支部等参加費
事務員、各委員会、各支部参加等交通費
会議案内の発送、切手、メール便代
積算カウンター料、事務用品、台所用品代
振込手数料、税理士顧問料、貸金庫使用料
会則、封筒、伝票印刷代
＊年度初め諸経費支払い分　（予算額）

入学・卒業式祝花、供花、弔電代

大1,165＠20,000、（椙中）100＠10,000、高校194・中学212・小学校58＠20,000
3,000名 ＠2,000

コピー代等

会報　希望　54,000部印刷　及び　発送費
祝金（小学校新校舎建設）
各5支部活動費
大3名（各20万）、高4名、中4名（各5万）
3,150冊
栞2,000個
ホームページ更新料
講演会、講師料、講師交通費、手土産代（各支部総会等）
事務職員給料
名簿システム改修料、コピー機リース料
ガス、水道料
パソコン、カメラ、畳
常任理事会・理事会・評議員会・各支部等参加費
事務員、各委員会、各支部参加等交通費
会議案内の発送、切手代、メール代
積算カウンター料、事務用品、台所用品代
振込手数料、税理士顧問料、貸金庫使用料
会則、封筒、伝票印刷代、ホームカミングディハガキ

卒業・入学式祝花、供花,弔電代
※年度初め諸経費支払い分

奨学金
雑費

次年度繰越金
計

0
0
0
0

400,000
10,000

3,819,378
4,229,378

0
0
0
0

項　　目 前年度予算 平成24年度予算 増 減 備　考
支 出 の 部

特別入金
雑収入
計

0
0
0

項　　目 前年度予算 平成24年度予算 増 減 備　考
収 入 の 部

2,000,000
0

2,000,000

0
0
0

岐阜銀行定期預金より

大学生　200,000円×2名
振込・振替手数料

奨学金寄付
雑収入

前年度繰越金
計

0
0
0
0

項　　目 予算額 収入額 増 減 備　考
収 入 の 部

奨学金
雑費

次年度繰越金
計

0
0
0
0

2,754,000
58
0

2,754,058

0
24,780

2,729,278
2,754,058

0
0
0
0

0
0
0
0

項　　目 予算額 支出額 増 減 備　考
支 出 の 部

利子
ゆうちょ2,167,000円、ＵＦＪ587,000円　241名＋1件

振込・振替手数料

平成24年度 大学同窓会特別行事費 予算 平成24年4月21日　　単位：円

大学同窓会
特別行事費

計

0
0

2,000,000
2,000,000

0
0

項　　目 前年度予算 平成24年度予算 増 減 備　考
支 出 の 部

奨学金寄付
雑収入

前年度繰越金
計

0
0
0
0

項　　目 前年度予算 平成24年度予算 増 減 備　考
収 入 の 部

1,500,000
100

2,729,278
4,229,378

0
0
0
0

利子

現代マネジメント学部10周年
人間関係学部２５周年周年記念行事



NOZOMI●21

椙山オープンカレッジについて

学園同窓会奨学金寄付のお願い

エクステンションセンター

　椙山オープンカレッジは、「新時代に社会貢献
できる学園の新しい可能性を見出していくこと」
をコンセプトに、平成14年4月にスタートしまし
た。主に大学のエクステンション事業として、既成
の枠組みにとらわれることなく、星が丘キャンパス
を中心に各種講座を開設し、学園の有する人材
および施設、設備などの資源を活用して、広く一
般に生涯学習の機会を提供しています。
　椙山オープンカレッジは会員制ですが、年齢、
性別、学歴を特に制限することなく入会できるこ
とを基本としており、特に卒業生の皆さまは入会
金減額の特典が受けられるメリットがあります。
提供するプログラムには、「カレッジ独自講座」お
よび「キャリアアップ講座」のカテゴリーを設けて
おり、知識や教養の涵養、新たな探究心の向上

から資格取得やスキルアップまで幅広く、お手伝
いをさせていただいておりますので、ご興味のあ
る方は下記までお問い合わせください。
　また、平成24年度は、椙山女学園同窓会との
共催講座を2講座から3講座に増やしましたの
で、椙山オープンカレッジ共々、卒業生の皆さま
のお申込みを心からお待ちしています。

○お申込み・お問合せ
Tel.052-781-1239 ※土日祝祭日除く

○ホームページ 
http://www.sugiyama-u.ac.jp/soc/

　学園同窓会では昨年、椙山女学園学生、生徒を支給対象にした奨学金の寄付をお願いいたしましたところ深いご理解をいただき、
多額のご寄付を賜り厚く御礼申し上げます。　若者は日本の国の宝です。勉学意欲のある学生を助成、育成するため、本年も引き続き
寄付へのご協力、ご支援をお願いいたします。一口千円、何口でも可とさせていただきます。ご寄付いただきました方は会報にお名前
を記載させていただきます。

◆三菱東京UFJ銀行　星ヶ丘支店普通預金0080265 （手数料：振込者負担）
◆ゆうちょ銀行　口座記号番号　00840-5-206932 （手数料：同窓会負担）椙山女学園同窓会振込先

前年度、奨学金の寄付をしていただいた皆様

47,000

92,000

123,000

170,000

24,000

570,000

18,000

60,000

270,000

180,000

200,000

1,000,000

47名

46名

41名

34名

3名

57名

1名

3名

1件

6名

2名

1名

2,754,000円241名+1件

　　　1口：1,000円

○物故者：2名　○匿名希望者：11名＋1件

1口

2口

3口

5口

8口

10口

18口

20口

27口

30口

100口

1000口

※五十音順

会報誌には、寄付をして頂いた皆様のお名前が載っております。

多額のご寄付を賜りありがとうございました。
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　縮絨（フェルト化）とは、石鹸（アル
カリ混）溶液、圧力・摩擦を加え、毛織
物の長さおよび幅を収縮し、組織を密
にし表面の繊維を絡ませること。羊毛
の性質を利用。

ポーチ本体（2枚）と飾り用の花（2枚）
を裁断。口金を付ける部分の縫い代は
0.7cmとし。口金の形に合せて縫い縮
め、内側に折ってとめておく。袋の部分
は幅広く縫い代を取り切りっぱなし、細
かく縫い、ふくらみができる程度に糸を
引き立体にした後、再度、同じ位置を
しっかり縫う。口金のとめ穴に2回ずつ
糸を渡し、ポーチ本体に口金を縫い付
ける。持ち手は、解体時の縫い目部分
で、丈夫なところを選び、口金に取り付
け、飾り用の花（※）を付け出来上り。な
お、内側に裏布を付けると丈夫になる。

レトロポーチの作り方

①型紙づくり。好みの大
きさの円形を描く。解体
セーターを用いて2枚裁
断する。

①カーディガン（羊毛の混用率
70％以上がよい）を家庭用洗
濯機で3～5回、しっかり縮む
（6～７割程度）まで洗う。洗剤
は弱アルカリ性でＯＫ。

②附属ボタン、各
種表示を取る。縫
い代を切り取り
カーディガンを解
体する。

②裁断した布の1枚に、
毛糸で刺しゅうをする。

③2枚の布を外表に合
せ、端から0.5cm入った
とこを毛糸で縫う。

④糸端を始末して、出来
上り。

コースターの作り方

　
生活科学部生活環境デザ

イン学科岩佐研究室では、長年に
渡り、卒業研究で衣料品のリサイクル方

法を提案してきました。今日、日本の衣料品リ
サイクル率は非常に低く、廃棄衣料の約9割がゴ
ミとして焼却処分されていると言っても過言ではあ
りません。リサイクルにおける日本人の知恵は古くか
ら伝えられ、材質により異なりますが、着物から雑
巾、燃やした灰に至るまで、形を変えながら生活に
役立ててきました。皆さんも着なくなった羊毛衣料
をコースターやポーチに作り替えてみませんか。

カーディガンの
縮絨と解体

〈材料〉
○縮絨、解体後のセーター
○毛糸
○型紙用紙

〈材料〉
○縮絨、解体後のセーター
○毛糸
○型紙用紙

羊毛衣料の簡単リサイクル羊毛衣料の簡単リサイクル
カーディガン・セーターからコースター・レトロポーチ へ

しゅくじゅう

口金
花

袋

本体

クラフトクラフトかんたん・ecoな

リサイクルアイテム
●そのままカットして
　小さな敷物
●ピンを付けて
　コサージュ
●数枚重ねて綴じて
　なべつかみ
　なべ敷き
●パッチワークして
　ひざ掛け
　タペストリー

●縫い合せて
　化粧ポーチ
　ボトルカバー

※飾り用の花：中心部分
の円形標の位置を細か
く縫い、糸を引き締める。
糸がほつれないように裏
でしっかりとめる。



年会費納入のお願い
　日頃は椙山女学園同窓会のためにご協力を賜りまして誠にありがとうございます。
　同窓会の活動は、会員の皆様の年会費と新入生の入会金によって運営されております。これらの納入金は、｢会報｣の発刊・奨学金、講演会、記念事業、各学校同窓会活動費、
支部活動費、卒業生への記念品贈呈等に使わせて頂いております。殊に平成22年度より、学園、大学、高中同窓会は一本化され、財務・会計も一つとなり事業計画の新た
な見直しがされております。
　昨今の少子化現象により、同窓会も近い将来この影響を受け、現在のままでは同窓会の健全な財政を堅持することが困難になると予測されます。そのため同窓会入会
金に依存するよりも、むしろ年会費の徴収率の改善につとめるべきではないかと考えております。
　一部の方々に、年会費を払わなくても｢会報はサービスで送付される｣との誤解があると聞きますが、｢会報｣は母校と同窓会そして同窓会会員を繋ぐ唯一の手段であり、
皆さまの納入金により発行されております。会員全員に送付できることが同窓会の意義であり喜びでもありますので、上記の主旨および経緯をご理解頂き、年会費納入
のご協力を一層お願いする次第でございます。　皆様の益々のご健康とご発展を願っております。

年会費は1年2,000円です。　同封の専用振込み用紙をご利用ください。
●口座番号（郵便振替）  00800－0－21950
●口 座 名　　椙山女学園同窓会（いとぎく会）

自動継続引き落としをご希望の方は事務局にご連絡ください。
椙山女学園同窓会

遺贈による寄付制度について
　　椙山女学園では優れた教育と研究をさらに発展させるために遺贈による寄付金を受け付けています。本学園の卒業生や一般有志の方で、個人の所有する資産を将来
ご本人が逝去された時に、その資産の全部または一部を本学園に遺贈していただき、遺贈された資産を本学の教育・研究活動の財源として活用させていただくものです。
　本学園では遺言信託に関する相談窓口として、中央三井信託銀行を紹介させていただき、専門スタッフが相談をお受けします。

〈税の優遇措置〉
　学校法人への財産の遺贈があった場合は、その遺贈した財産は相続税の非課税
　財産となります。

〈お問い合わせ〉
　学校法人椙山女学園（財務経理課）　052-781-1186（代表）
　椙山女学園同窓会　　　　　　　　 052-781-5952

【退職者】

会報誌にはお名前が載っております。

学長
国際コミュニケーション学部
人間関係学部
人間関係学部
人間関係学部
現代マネジメント学部
教育学部
看護学部
看護学部
看護学部
看護学部
高等学校
高等学校
高等学校
高等学校
高等学校
中学校
中学校
中学校
小学校
小学校
幼稚園

教授
教授
准教授
准教授
教授
教授
教授
教授
教授
教授
教頭
教諭
教諭
教諭
教諭
教諭
教諭
教諭
教諭

養護教諭
教諭

野淵　龍雄
大浦　誠士
細澤　　仁
安藤　　洋
中尾　友紀
森川　麗子
植松　　峻
石井　英子
木村　美智子
後藤　節子
田　　惠子
仲本　貴子
石田　正和
高橋　　徹
丹嶌　美幸
松本　純子
門脇　由実
服部　陵亮
舟橋　裕香
香村　　愛
棚澤　真三子
加藤　英美

先生
先生
先生
先生
先生
先生
先生
先生
　先生
先生
先生
先生
先生
先生
先生
先生
先生
先生
先生
先生
　先生
先生

【訃報】
旧職員 文化情報学部

旧職員 家政学部

～謹んでお悔やみ申し上げます～

平成23年8月  5日

平成23年9月23日

更田　博昭 先生

高橋　春子 先生

教授

教授

学園同窓会事務局 
TEL: 052-781-5952  FAX: 052-781-7197

メールアドレス: itogiku@og.sugiyama-u.ac.jp

ご結婚、転居などで名前、住所が変更された方は学園同窓会事務局へご連絡下さい。住所変更
手続きの際、会員番号、卒業年度、学校、学部、生年月日等を確認させていただきます。また、ご家
族、お友達など卒業生で郵送物が届かない方がいらっしゃいましたら、事務局までご連絡下さい。

市町村合併による地名変更の登録がされていないと、郵送物が届かなくなることがありま
す。事務局では可能な範囲で順次変更を行っておりますが、地名変更該当者におかれまし
ては、事務局へ新住所のご連絡をいただきますようお願い申し上げます。

学園同窓会では、個人情報について以下の方針で取り扱い致します。①情報の取り扱いについ
ては法令その他の規範を厳守します。②学園同窓会で皆様の個人情報をお尋ねする際はご自
身の意思でご提供くださいますようお願い致します。③皆様の個人情報は会報の発行および各
種行事等のご案内、また皆様に連絡をとる必要が生じた場合以外での使用は致しません。

市町村合併による地名変更について

個人情報の取り扱いについて

事務局より

永年、学園の教育にご尽力いただきましてありがとうございました。

編 集 後 記
会報委員には、３０代から８０代それぞれの年

代がいます。編集会議では、時に年齢を越えて

活発な意見が飛び交い同席する制作会社さん

もヒヤヒヤ、ドキドキ。でもみんなの思いは一

つ。より良い会報にして届けたいからですね。

半年以上かけて編集した会報です。楽しんでい

ただけたら幸いです。最後に縁の下の力持ち事

務局の皆さん、いつもありがとうございます！
平成24年4月4日 会報委員会にて

同窓会
ホームページ

ご寄付


